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1 [bookmark: _Toc180240537]ハラスメント防止のための基本的考え方
（1） 目的
［事業所名］は、職場および介護現場において、全職員にとって安全で尊厳ある労働環境を提供し、ハラスメントを防止することを目的とする。ハラスメントの原因を分析し、効果的な予防策を講じることで、迅速かつ公平な対応を行い、被害者支援と加害者への適切な対処を確実にする。
これにより、職員が安心して働ける環境を確立し、質の高い介護サービスの提供に寄与することを目指す。
（2） ハラスメントの種類
1 職場におけるハラスメント
(1) パワーハラスメント：優越的な関係を背景に、業務上の範囲を超え、職員の就業環境を害する行為。
例：物を投げつける/人格を否定する発言/嫌がらせのために仕事を与えない
(2) セクシュアルハラスメント：職員の意に反する性的な言動により、労働条件に不利益を与え、就業環境を害する行為。
例：性的な冗談やからかい/食事への執拗な誘い/必要なく身体へ接触する
2 介護現場におけるハラスメント
(1) 身体的暴力：身体的な力を使って危害を及ぼす行為。
例：物を投げつける/蹴る/唾を吐く
(2) 精神的暴力：言葉や態度によって、個人の尊厳や人格を傷つける行為。
例：怒鳴る/特定の職員にいやがらせをする/理不尽な要求を繰り返す
(3) セクシュアルハラスメント：性的な言動や身体的接触によって、職員に不快感を与える行為。
例：不要な身体接触/性的な話題を持ち出す
(4) カスタマーハラスメント：利用者や家族からの理不尽なクレームや要求に基づく威圧的な言動。
例：威圧的な言動/介護サービスの範囲を超える過剰な要求


2 [bookmark: _Toc180240538]ハラスメント防止に関する職員研修について
ハラスメント防止研修は、職員に対して基礎知識と適切な対応方法を普及・啓発し、事業所のハラスメント防止方針を周知徹底することを目的とする。
（1） [bookmark: _Hlk153539889]研修プログラムの作成
本指針に基づいたハラスメント防止のための研修プログラムを組織的に作成し、職員教育の徹底を図る。この研修は、ハラスメントの各種形態、その兆候の認識、適切な対応方法に関する内容を含む。
（2） 定期的な研修の実施
年に1回、全職員を対象にハラスメント防止研修を実施する。定期的な研修は、職員の知識やスキルの更新を図るだけでなく、ハラスメントリスクの低減と職場環境の改善に不可欠である。
（3） 新規採用者への研修
新規採用される職員には、入職時にハラスメント防止研修を実施する。これにより、新たな職員も事業所のハラスメント防止方針を理解し、実践する能力を身に付ける

※続きの内容は有料版でご覧（編集）いただけます。
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